

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































“Pedagogy and the Politics of Hope”,Westview 
Press,1997. ）
23）こうしたなかで、私たちの職場は、大変な多忙化
状況のなかにおかれ、持ち帰り残業も一般化し、
燃え尽き症候群（バーンアウト・シンドローム）
が大きな問題になりつつある。その結果、精神疾
患を理由とした休職や、不本意ではあるけれども、
「もうこれ以上やっていけない」と早期退職に応
じて退職する仲間たちもいる。また、こうした教
員をめぐる多忙化・管理強化の状況にさらに拍車
をかけるであろうことが予想される不適格教員問
題への対策（「指導力不足教員等への対応のあり
方について」の最終報告）が立案され、いくつか
の県で実施されていることや、先行実施されてい
る東京都などで大きな問題となっている人事考課
制度を中心とした、教員の評価制度の調査研究が
開始されたことも、大きな問題である。
